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北上川・鳴瀬川流域生態系ネットワーク
取り組み報告

令和５年２月６日

東北地方整備局
北上川下流河川事務所



北上川・鳴瀬川流域 前回の委員会からの動きについて

年度 出来事

平成３０年度 東北生態系ネットワーク推進協議会（平成30年11月）
東北生態系ネットワーク推進基本計画策定
第１回北上川・鳴瀬川流域生態系ＮＷ連絡調整会議（平成31年１月）
第２回北上川・鳴瀬川流域生態系ＮＷ連絡調整会議（平成31年３月）

令和元年度
（平成３１年度）

令和元年 東日本台風 （令和元年10月）
鳴瀬川流域では吉田川の堤防が決壊し、甚大な被害が発生。
令和元年の全国の水害被害額が統計開始以来最大に。
吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト」発表。（令和２年１月）

令和２年度 気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について
～あらゆる関係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換～
社会資本整備審議会 答申 （令和２年７月）

鳴瀬川等北上川下流等流域治水協議会 設立 （令和２年９月）
流域治水関連法案 閣議決定（令和３年２月）
鳴瀬川水系、北上川水系流域治水プロジェクト公表（令和３年３月）

令和３年度 流域治水関連法案 施行（令和３年５月、１１月）
鳴瀬川水系、北上川水系流域治水プロジェクト更新（令和４年３月）
（流域治水×グリーンインフラの取組を追加）

令和４年度 旧北上川河口部復興事業完成（令和４年４月）
令和４年７月洪水 鳴瀬川流域で浸水被害。
吉田川流域治水部会を設立。吉田川で目指す流域治水の姿を共有。 １



○ 令和元年東日本台風の影響により、吉田川の広い範囲で越水・溢水、1箇所で堤防決壊が発生、浸水面積は約5,500ha。
○ 大規模氾濫被害の軽減に向けた河川整備として、河道掘削、引堤（粕川地区）の吉田大規模災害関連事業を実施中。
○ 令和元年台風を受け、「水害に強いまちづくりモデル事業」の検証と課題整理を行い、国・県・市町など地域が連携し、『吉田川・新
たな「水害に強いまちづくりプロジェクト』を令和4年3月にとりまとめた。

令和元年東日本台風浸水範囲

吉田川竹林川

善川

吉田川

鳴瀬川

【凡例】

浸水範囲

堤防決壊

吉田川浸水面積：5,538ha
吉田川浸水個数：678戸（床上・床下）

吉田川

大郷町粕川の堤防決壊状況

味明川

吉
田
川

大郷町付近の浸水状況

吉田川大規模災害関連事業

吉田川

大規模災関区間

令和元年東日本台風を受け、吉田川において、大規模災害関連事業を実施。吉田
川下流～中流部において、河道掘削、善川全川において築堤・河道掘削を実施。

【凡例】

築堤

堤防決壊

河道掘削

事業期間：令和2～令和7年

大規模災関区間

吉田川

善川

竹林川

引堤（粕川地区）

鳴瀬川
（三本木地点）

吉田川
（落合地点）

流域平均2日雨量（mm） 298 331

最大流量（m3/s） 約2,590 約1,930

堤防決壊：1箇所
床上浸水：492戸
床下浸水：186戸
氾濫面積：5,538ha

被害状況 -

令和元年東日本台風 ～吉田川・新たな「水害につよいまちづくりプロジェクト」～

吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト」
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④吉田川右岸24.1K
内水浸水：田 2ha

②善川左岸2.0K
内水浸水：田 6ha

③吉田川右岸25.3K
内水浸水：農地 1ha

吉田川右岸25.5K
内水浸水：田 5ha

吉田川右岸24.9K
内水浸水：田 1ha

①善川右岸3.0K
内水浸水：田 6ha

⑥吉田川右岸19.6K
内水浸水：田 10ha

農地 10ha

⑤吉田川右岸20 .5K
内水浸水：田 20ha

農地 20ha
⑦吉田川左岸17.8K
床下浸水：家屋 10戸

吉田川右岸20.7K
内水浸水：田 10ha

【令和4年7月17日12:00時点】
位置図

②

善
川

①

⑤

吉田川

吉田川（右岸）20.5k付近善川（左岸）2.0k付近

吉田川

⑦

吉田川（左岸）17.8k

竹林川→

③

吉田川
西川

④

吉田川

⑥

吉田川

令和４年７月 鳴瀬川水系吉田川における出水・被害状況
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○頻発化・激甚化する水害に対して、河川整備に加え、あらゆる関係者で協働して地域を“みず”から守る＝「流域治水」
○例えば、想定される外力に対して、床上浸水ゼロ、農地の湛水は○日以内といったわかりやすい目標を共有し、流域治水を
実践

浸水区域
浸水区域内に集落・
水田・畑地が混在

対策実施前

二線堤

雨水貯留
施設整備

輪中堤

宅地嵩上げ

ため池の
治水利用

対策実施後

排水機場

田んぼダム
田んぼダム

遊水地

浸水区域と
浸水時間を減少

河川への
流入を抑える

家屋浸水を
限りなくゼロへ

河川への
流入を抑える

河川への
流入を抑える

河道掘削

氾濫を防ぐ
・減らす

氾濫を防ぐ
・減らす

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
河道掘削、遊水地の整備
雨水貯留機能の拡大 等

②被害対象を減少させるための対策
リスクの低いエリアへ誘導/住まい方の工夫
浸水範囲を減らす（二線堤の整備） 等

③被害の軽減早期復旧・復興の対策
氾濫水を早く排除する（排水機能の強化）
マイ・タイムラインの普及促進 等

浸水範囲を減らす

＜実現に向けた方向性＞ 吉田川・新たな水害に強いまちづくりプロジェクトより ＜推進の観点＞

＜吉田川で取り組む流域治水のイメージ＞

１．将来起こりえる災害を見据えた対策目標の設定
２．流域視点での合意形成と地域の特性に即した効果的な施策の立案
３．あらゆる対策を迅速かつ確実に実現するための事業方策の具体化
４．あらゆる関係者が協同し、プロジェクトを実現する協議・推進体制の構築

強靱性 ：甚大な被害を回避し、早期復旧・復興を見据えて、事前に備える
持続可能性：将来にわたり、継続して対策に取組、社会や経済を発展させる
包摂性 ：あらゆる主体が協力して対策に取り組む

④吉田川「命と生業を守る流域のサポート」

吉田川で目指す流域治水の姿 ～吉田川流域治水部会での議論～
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北上川・鳴瀬川流域 既存の取組み
北上川・鳴瀬川流域が位置する宮城県北部は、伊豆沼、内沼などラムサール条約の登録湿地が３箇所あり、国内有数
の渡り鳥の越冬地。ガン類やハクチョウ類などの渡り鳥との共生を目的とした冬期湛水等による環境保全型農法「ふ
ゆみずたんぼ」が実践されている水田が見られる。
世界農業遺産に認定された「大崎耕土」や環境保全米など、環境と治水を両立してきた。また、北上川河口のヨシ原
の保全、鳴瀬川に生息するシナイモツゴを活かした地域ブランド米など様々な取組を実施している。
鳴瀬川流域では堤防を除草した刈草は１００％畜産農家に無償で提供され、飼料コストの縮減に寄与している。

環境保全型農法
「ふゆみずたんぼ」の実践
（登米市・大崎市）

伊豆沼・内沼サンクチュア
リセンター（栗原市）

北上川河口のヨシ原の
保全・管理（石巻市）

「シナイモツゴ郷の
米」の認証（大崎市）

ふゆみずたんぼ
米を用いた日本
酒（大崎市）

ラムサール登録湿地

北上川下流河川事務所
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北上川・鳴瀬川流域の生態系ＮＷ（今後の取り組み）
北上川・鳴瀬川流域が位置する宮城県北部は、伊豆沼、内沼などラムサール条約の登録湿地が３箇所あり、国内有数
の渡り鳥の越冬地。自治体では、渡り鳥の保全のため湿地の保全に加えて周辺のえさ場確保（田んぼ）にも努力。
登米市は令和４年に「トキと共生を目指す里（環境省）」に選定され、トキが生息できる環境づくりにも取り組む。
低平地が広がる北上川・鳴瀬川流域では、降雨や氾濫水を遊水させてきた田んぼは流域治水に取り組む上で重要。
そのため、流域治水の検討にあたり、田んぼを治水機能に加えて環境保全（渡り鳥）の場として、治水と環境を両立
した流域治水プロジェクトのグリーンインフラの取組も加え、流域の更なる魅力向上を図る。

テーマ：河川と田んぼにおける流域治水機能の確保と渡り
鳥の保全（案）

（検討・OUTPUTイメージ案）
① 渡り鳥が越冬しやすい田んぼと河川のあり方（治水＆環境の両立）
② 貯留機能の保全としての水田の位置付け（水田であり続ける方策）
③ 貯留機能の保全＋自然環境への寄与としての米販売（付加価値）
④ 水田と河川との連続性（さらなる環境保全の向上）

宮城県北部の地形ヒートマップとラムサール登録湿地の位置図

ラムサール登録湿地群と周辺の田んぼは、氾濫が繰り
返されてきた低平地対に位置し、流域治水の取り組み
においても重要 ⇒ 治水＆環境の取り組みが必要

登米市

大崎市

栗原市

環境ＮＷにおける検討テーマ案

北
上
川
と
江
合
川
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
流
域
治
水
を
推
進

田んぼでの落ち穂などをえさとするガン・カモ類

耕作の終わった田んぼでえさをついばむ白鳥は地域の風物詩 河川の浅瀬で休憩する白鳥

砂州で休憩する白鳥、カモ類
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今後の進め方について

連絡調整会議平成30年度

流域における官民の既存の取組み整理

指標種候補により想定される生息地づくり・地域振興の取組みに関わる情報整理

第１回

第２回

現状の整理と生態系ネットワークの進め方を検討

令和４年度

現地踏査や勉強会を踏まえ、生態系ネットワークを検討できる場を設置

令和５年度以降
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○ 令和4年12月20日（火）宮城県石巻市内において、齋藤石巻市長の声がけにより、北上川流域の7首長（宮城県
石巻市、登米市、涌谷町、岩手県一関市、平泉町、盛岡市、岩手町）と流域関係者約60名が参加し開催。

○ 岩手大学元学長の平山健一名誉教授による基調講演「市民活動から見た自治体連携への期待」では、北上川流
域での市民団体活動の成果と変遷について、当時の想いや苦労を含めて熱量ある講演をいただいた。

○ パネルディスカッションでは、7自治体の首長から各地域の水辺の特徴と歴史や治水対策、これまでの自治体
間の連携交流について紹介いただくとともに、地域の課題や今後の自治体連携のあり方のメッセージを発表。

○ 平山名誉教授と参加首長は、流域の自治体連携についての重要性を再認識しながら、語り合っていただいた。

○ 平山名誉教授から人材育成や市民団体と各自治体が連携することの必要性や観光面の重要性、更には、今回の
会議が流域連携の推進につながることに期待しているとの発言を頂き閉会。

未来の北上川流域を考える自治体連携会議（石巻商工会議所）

▲ 集合写真

1.あいさつ
2.祝辞
3.基調講演 岩手大学名誉教授（北上川流域圏フォーラム代表）平山健一

演題「市民活動から見た自治体連携への期待」
4.石巻の水辺紹介
5.パネルディスカッション

テーマ 「北上川流域における自治体連携のあり方」

▲ 斎藤市長（石巻市）

▲ 佐藤市長（一関市）

▲ 熊谷市長（登米市）

▲ 佐々木町長（岩手町）

▲ 平山名誉教授（岩手大学）

▲ 板屋河川部長 ▲ いしのまきの水辺紹介 ▲ 石巻かほく（令和4年12月22日付）

未来の北上川流域を考える自治体連携会議 （参考）
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善川

西川

滑
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吉田川→

鳴瀬川→

富谷市

大衡村

涌谷町

東松島市

東
北
新
幹
線

松島町

落
合
■

○古くから水稲栽培が盛んで、藩政時代には米を輸送するための舟運が発達するなど鳴瀬川水系を中心として文化が形成された地域で
あるとともに、また、優れた自然環境を有しており、国内有数のハクチョウ・マガンの集団越冬地となっている。
○湿地環境が形成される河道掘削を行い、国内有数のハクチョウ・マガンの良好な環境を保全するとともに、集団餌場としても利用さ
れる遊水地との連続性を確保するなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

三
本
木
■

宮 城 県

位 置 図

北上川
江合川

鳴瀬川

吉田川

北
旧

上
川

阿武隈川

名取川

洞堀川

吉田川

大
江
川

居住誘導区域内における浸水被害軽減の
宅地嵩上げ支援

遊水地整備【国】

大崎市

●治水対策における多自然川づくり
・生物の多様な生息環境の保全
・遊水地における平時の利活用検討（上流遊水地群）

●自然環境が有する多様な機能活用の取り組み
・小学校などにおける環境学習
・鳴瀬川ダム、漆沢ダムを活用したインフラツーリズム

■グリーンインフラメニュー

河道掘削【国】

遊水地における平時の
利活用検討【市・町・村】

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

凡例

河道掘削

大臣管理区間

生物の多様な生育環境の保全

河道掘削【国】

河道掘削【国】 生物の多様な生育環境の保全

上流遊水地群

マガン飛来状況 ハクチョウ集団越冬

環境教育の事例

鳴瀬川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～都市農村交流により支え合い開発とバランスの取れた流出抑制と更なる治水対策の充実～

●グリーンインフラの取り組み 『日本有数のハクチョウ・マガンの集団越冬に必要となる良好な自然環境の保全』

※対策事業の代表箇所を旗揚げしている。

【全域に係わる取組】
・動植物の生息・生育・繁殖環境の保全
・水質の保全
・良好な景観の保全
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

河道掘削

計画高水位

平水位

河道掘削範囲の樹木群は必要最小限の伐採を行う
平水位以上の掘削を行い、動植物の
生息・生育・繁殖環境を保全

吉
田
川

→

多自然イメージ（断面）

●流域治水に資する水田、ため池等の保全
・生物の多様な生息環境の保全（水田貯留）

●健全なる水循環系の確保
・森林整備による水源涵養機能の維持

鳴瀬川ダム、漆沢ダムを
活用したインフラツーリズム

（参考）
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トキと共生する里地づくり（宮城県登米市）

※第１回トキと共生する里地づくりネットワーク協議会資料より

（参考）
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